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研究成果の概要（和文）：中堅期看護職が新人指導を行う際のコミュニケーション課題をナラティブ・コーチン
グの視点から検討した。研究者らは今までに共同開発した学生対象の基礎教育コーチング学習プログラムの先行
研究評価と新人教育担当者からの意見を加えて検討した。それにより、新人教育担当看護師（プリセプター）を
対象としたナラティブ・コーチング学習プログラムと教材案を作成した。本学習プログラムと教材は、医療機関
における新人指導を担当する看護師の研修や教育に役立つと考えられる。

研究成果の概要（英文）：Aims and objectives of this research are to focus on narrative coaching 
program materials for mid-career nurses (practical instruction nurses) who educate newly graduated 
nurses.  We, researchers evaluated our previous programs for nursing students and summarized 
mid-career nurses' opinions.  For instance, we interviewed them what they learned and how they built
 better relationships.  Therefore, we define the problems and figure out problem-solving techniques.
    Also, we discussed practical implications for educators.  Based on the results obtained, we 
plan, develop, evaluate and organize these training programs.  These programs are effective 
communication tools for healthcare professionals.

研究分野：公衆衛生看護学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
看護職は離職率の高い職種であり、転職や離職に関係する要因も多様である。厚生労働省は、ガイドラインを設
けて、各医療機関において看護職員研修の推進を図っている。本研究の成果であるナラティブ・コーチング学習
プログラムは、新人教育を担当する中堅看護師の「役割行動」上の悩みやコミュニケーション課題に対応するも
のであり、ナラティブの語りと意味づけ、コーチングの未来志向と行動の探索を融合して、学習者自らの成長に
つながる機会を提供する研修プログラムに寄与する可能性がある。また、看護職だけでなく、多くの保健医療職
種に活用できると考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) 研究者らは、2011から 2014年度に実施した科研基盤研究（C）「看護学生のコミュニケ
ーション能力を高めるコーチング学習プログラムと評価方法の開発」において、看護学生のコ
ミュニケーション能力向上を目指して、基本的なコーチング技法を活用した看護学生用の学習
プログラム、1回 90分、6回コースを作成した。学習したコーチング技術を活用して、学生が
コミュニケーション実践知を身につけるには、繰り返しの意識化した訓練の必要性が明らかに
なった。また、看護学生に身につけさせたいコミュニケーション能力について検討し、コミュ
ニケーション能力を高める、コーチング学習効果を示した。一方、学生から看護師としての役
割移行への支援の必要性やベテラン看護師が自己のコミュニケーション能力を評価する既存モ
デルのないことに気づいた。 
 
(2) 日本の各地で行われているコーチング学習や研修セミナーは、ビジネスモデルを根幹にし
ており、保健医療領域に特化した対人関係スキル抽出やコーチング学習プログラム内容が十分
に開発されているとは言えない状況がある。また、「コーチ」の中にはコーチングが拠って立つ
心理学的原則を十分には理解していないと思われることも指摘されており（スティーブン・パ
ーマーら 2011）、保健医療職種のコーチングの先駆者である柳澤らが保健医療職種に特化した
研修セミナーを開始したものの継続化には至っていない実態もある。また、保健医療分野のコ
ーチング専門誌は、GROWモデル等コーチングの過程を主軸に構成されており、この中では、
熟達した看護職が実践場面で行っているコミュニケーション技術を、部分的、横断的に取り扱
っているものもあるが、熟練者の実践知の力量形成には十分とは言えない。 
 
(3) 研究代表者らが英国で学習したナラティブアプローチは、NHSの GPトレーニングに活
用されて、ナラティブ技法が、医療職者の人材育成に先進的に取り入れられていたことや、コ
ーチングの過程が学習過程として示されていた（ジョン・ローナー 2005）。日本においても
ナラティブアプローチを医療に導入する意義については、OSCEの医療面接場面で、コーチン
グの質問の技法やNBM（Narrative Based Medicine）の有効性が示唆されており、日本の
文化的、組織的背景においてナラティブアプローチ技法とコーチング技法を融合化した学習教
材開発は有効であると考えた。ストーリーを語ることは、私たちが日々直面する混沌とした経
験に一貫性を持たせるやり方である（M・キャロリン・クラーク 2012）。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、新人教育の経験のある中堅期の看護職（看護師・保健師・大学教員）のコ
ミュニケーション実践知に内在するコミュニケーション課題をナラティブ・コーチングの視点
から検討し、看護職に限定せず保健医療従事者を対象とした学習教材を開発することである。 
 
３．研究の方法 
  
研究会議における研究者間の討議による標準的学習プログラム及び教材の作成 

 
(1) 新人教育担当者及び経験者からの意見収集 
医療施設における新任期看護職の指導経験者を対象に、新人教育における課題や、研修プロ
グラムに向けた意見を収集した。 
 
(2) 看護師向けナラティブ・コーチング学習教材の作成 
研究者らが今までに研究・開発した、コーチング学習基礎教材用の教材を基盤にして、文献
検討やコーチングのデモンストレーションを行い、新人教育を担当する中堅期の看護職のコ
ミュニケーション実践知に基づくナラティブ・コーチング教材案を作成した。 
 
(3) 学修教材の修正と標準的な研修プログラムの作成 
研究会議で教材案と教材案を用いたナラティブ・コーチング研修の標準プログラムを作成し
た。 
 
(4) 学習教材を使用した研修プログラムの実施 
作成した教材や標準プログラムによる研修を実施した。 
 
  
４．研究成果 
 
（１） 標準的なナラティブ・コーチング学習プログラムの作成 
ナラティブ・コーチング技法を活用した中堅期看護師・プリセプター用の標準的学習プ
ログラムを作成した。 
プログラムは、新人教育担当者を想定した学習目標を設定し、基本のコーチングプロセ
スを構造化したものである。 



学習時間は、学生用では、1回を 90 分単位としたが、看護職員研修での活用が図れるよ
うに、1回 6時間、もしくは 3時間 2回コースを設定した。 
学習プログラムは、2 施設の新人教育担当者の研修で活用した。学習者の反応と意見、
研究会議での討論で修正を加え、新人教育の実地指導を担当する中堅期看護師用の標準的
学習プログラムを完成させた。 
 

 
（２） 学習プログラムと学習教材の特徴 
①学習者がコミュニケーション上の課題に自らが気づき、リフレクションができる。 
②看護師だけでなく分野の異なる学習者においても共通するコミュニケーションの基本
的な考え方を示している。 
③事例・経験を起点にしたナラティブ・コーチングのプロセスを示している。 
④演習や教材でナラティブ・コーチングを体験でき、自己学習を継続したいときに活用
できる。 
⑤コーチングはナラティブであるとの基本的考えに立脚し、ポジティブ心理学や学習心
理学の理論的基盤を活用している。 

 
 
（３） 期待される効果 

医療機関（組織）に所属している多くの専門職種には、組織行動における、居続け
る行動「参加」、役割を果たす行動「役割内行動」さらに役割を超えた行動「役割外行
動」を理解（鈴木ら、2019）した自己マネージメントが必要である。看護職は、離職
率の高い職種であり、転職や離職に関係する要因も多様である。厚生労働省は、ガイ
ドラインを設けて、各医療機関において看護職員研修の推進を図っていることから、
本研究の成果であるナラティブ・コーチング学習プログラムは、新人教育を担当する
中堅看護師の「役割内行動」上の悩みやコミュニケーション課題に対応し、ナラティ
ブの語りと意味づけ、コーチングの未来志向と行動の探索を融合して自らの成長につ
ながる学習機会を提供する研修プログラムの発展に寄与する可能性がある。 
 
 

（４）本研究のナラティブ・コーチングのプロセス（概念図）と学習プログラムの一例を以下
に示す。 
 

図１ ナラティブ・コーチングのプロセス（概念図） 
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図２ ナラティブ・コーチング学習プログラムの一例（新人教育担当者用） 
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教材名 中堅看護師のためのナラティブコーチング

目標

基本の体験時間 6時間（3時間×２）

教材の展開

コンテンツ 学習者（中堅看護師・プリセプター）のナラティブのポイント

紹介
経験・語り、学生や初心者の指導において、どのようなことにつまずい
たか、どう対処したか、そのことによって自分はどう変わったか

アイスブレーク 到達目標をもって取り組むことの大切さ、終了時の気分
新人とはどんな人
か

これから対応する人はどのような人か、その人に対して、自分はどのよ
うな存在か

発達の4つの前提 肯定感、これでいいと認められることが、次へのステップになる
成人の学習ニーズ
(J.Mezirow)

理想、価値、こうありたいという自分像

自己主導型学習の
7段階

周りからみたこうあってほしい目標と、自分がこうありたい目標の関係

動機づけ
自分が新人だったら、どういう時に、どのような声かけがあったら、次の
段階にいけるか考える

教育の４つの視点 教えることと育てることのつながりについて考える

自ら考えさせる技術
思考を広げる発問について考える
眺める→見る→問題意識をもって見る→見続ける→見抜くの段階を意
識した見学について考える

叱る技術 叱られたときの自分の気持ち、関係性が変化したかを考える
展開3　教育評価に関
すること

成人学習の評価 自分が学んできたこと、自分の課題、実地指導者としての目標

展開4　コーチングに
関すること

コミュニケーションの
特性

状況を送り手（発信者）が作るとしたら、どのようなコミュニケーションを
とるか、自分のコミュニケ―ションの特性(スタイル）に気づく

コーチングの考え方 自分の人生のナラティブストーリーに気づく
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か
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指導
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意味づけ

新人時代の体験から何を学んだか
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自己承認 自分をほめる、自分のよいところを30個書き出す
コミュニケーション特
性

自分はどんなコミュニケーションスタイルか、プリセプターはどんなコミュ
ニケーションスタイルだったか、その組み合わせにより何がおきたか

強いチームを育てる
コーチング

病院というチームの中で最善を目指すには、プリセプターはどのような
役割か
プリセプターからみた、こうなってほしい新人像
実地指導が終わった後になっていたい自分像

人生と仕事の価値 自分にとっての人生の価値、仕事の価値はどのようなものか
強みと弱み 自分にしかない役割があり、全体が成り立つ
あなたの看護への
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・プリセプターとして必要な教育及び学習に関する基礎知識、教育に活かすコーチングにつ
いて理解できる
・演習を通じて自己の傾向に気づき、プリセプター・先輩としての役割について考えることがで
きる

展開5　実地指導者と
しての自分を知る

導入

新人教育のストー
リー

展開１　学習及び学習
に関する基礎知識、
学習理論に関するこ
と

展開2　教育方法に関
すること
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